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ライブ配信・オンデマンド配信一覧（指定演題） 2022/11/24時点
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ライブ
配信

オンデマンド
配信

プレナリーレクチャー PL 25 years of the HIV DRP: From Resistance to Persistence John M. Coffin ○ ○

会⾧講演 CH 薬剤耐性HIV検査・研究の25年間:1996年から今日、そしてこれから 杉浦　亙 ○ ○

特別講演 SP How the response to HIV changed global health forever Benjamin Young ○ ○

SPSY1-1
日本における伝播性薬剤耐性HIVサーベイランス
Surveillance of transmitted drug resistance in Japan

菊地　正 ○ ○

SPSY1-2
ドルテグラビルの創薬と臨床開発、耐性の出にくいプロファイルについて
Dolutegravir; its Discovery, Development, and a High Barrier to 
Resistance

藤原　民雄 ○ ○

SPSY1-3 Understanding and dealing with HIV resistance and persistence John M. Coffin ○ ○

SPSY1-4
Analysis of HIV Population Genetics to Inform Understanding of Virus 
Replication, Persistence, and the Emergence of Antiretroviral Drug 
Resistance

Frank Maldarelli ○ ○

SPSY1-5
宿主免疫によって誘導される薬剤耐性変異
Naturally selected drug-resistant HIV-1 mutations by host cellular 
immunity

潟永　博之 ○ ○

特別シンポジウム2
「抗HIV薬の開発と40年のあゆみ

～Dr. John C. Martin Memorial symposium～」
SPSY2 ー Raymond F. Schinazi ○ ○

SPSY3-1
臨床現場の医師からみたCOVID-19発生から出口戦略
～ピンチをチャンスに、臨床現場からイノベーションの灯を～

田島　靖久 ○ ○

SPSY3-2 静岡県行政から見た地域医療の中でのCOVID-19出口戦略 後藤　幹生 ○ ○

SPSY3-3 新型コロナウイルスVariants解析の意義を考える 貞升　健志 ○ ○

SPSY3-4
パンデミック初期からδ株流行期にかけてのCOVID-19患者の特徴と
予後の変化:レセプト情報・特定健診等情報データベースから得られた
ビッグデータの解析

宮下　晃一 ○ ○

SPSY3-5 COVID-19の臨床と行政対応のこれまでと今後 大曲　貴夫 ○ ○

SPSY4-1 エイズ予防指針成立の経緯と課題 花井　十伍 ○ ○

SPSY4-2 多様化する課題～医療ソーシャルワーカーの立場から～ 岡本　学 ○ ○

SPSY4-3 PrEPの社会実装におけるクリニックの役割 塩尻　大輔 ○ ○

SPSY4-4 日本のセクシュアルヘルスと予防啓発 -社会が担う役割- 塩野　徳史 ○ ○

SPSY4-5 予防指針内の施策の実施状況に関するアンケート調査結果 塚田　訓久 ○ ×

JS-1 発生動向調査からみたSTIの流行の現状 山岸　拓也 ○ ○

JS-2 HPV関連疾患とワクチンによる感染対策 川名　敬 ○ ○

JS-3 MSMの、コミュニティにおける性感染症の予防啓発の取り組みと課題 岩橋　恒太 ○ ○

特別シンポジウム1
「ウイルスゲノム・耐性シンポジウム」

特別シンポジウム 3
「COVID-19　パンデミックの出口戦略」

特別シンポジウム4
「エイズ予防指針アップデート:
ポストコロナの予防指針とは」

日本性感染症学会と日本エイズ学会の
合同シンポジウム

「脆弱化するSTI予防体制:
手持ちのツールを対策に生かすためには?」
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TR1-1 What’s New 白阪　琢磨 ○ ○

TR1-2 持効性注射薬による新しい治療 安達　英輔 ○ ○

TR1-3 PrEPとSexual Health～STI予防の展望～ 水島　大輔 ○ ○

TR1-4 ヒトサル痘の特徴、2022年のヒトサル痘の世界的流行の背景と対策 西條　政幸 ○ ○

SY1-1 地方都市型のHIV診療の現状と課題 田島　靖久 ○ ○

SY1-2 大都市圏型のHIV診療～センター病院のHIV診療現場から～ 南　留美 ○ ○

SY1-3 HIV専門医とプライマリ・ケア医の架橋をめざして～Shared careを考える 藤沼　康樹 ○ ○

SY1-4
地方都市型のHIV診療と行政　～限られた資源の分配と継続、
どの感染症患者も取り残さないために行政からの提案～

後藤　幹生 ○ ○

コメンテーター ー 城所　敏英 ○ ○

コメンテーター ー 舩石　翔馬 ○ ○

SY2-1 アンケート自由記載から読み取る検査を受ける側の本音 今橋　真弓 ○ ○

SY2-2
コロナ禍でのクリニック検査はどう動いたか?
～沖縄県でのHIV検査機会提供の工夫と課題～

新里　尚美 ○ ○

SY2-3 HIV検査の多言語対応 北島　勉 ○ ○

SY2-4
MSMが現在求めるHIV・STI検査のあり方の検討
―コミュニティセンターaktaでの郵送DBS検査キット配付の経験から

岩橋　恒太 ○ ○

SY3-1 潜伏感染者を標的とした性感染症対策の可能性 渡辺　恒二 ○ ○

SY3-2 費用対効果に優れた性感染症検査とHPV関連肛門管癌の対策 安藤　尚克 ○ ○

SY3-3 数理モデルを用いた感染症疫学の考え方 小林　鉄郎 ○ ○

SY3-4 梅毒:迅速診断の展望とゲノム解析結果から見える国内株の系統位置 中山　周一 ○ ○

パネリスト ー Tristan J. Barber ○ ○

パネリスト ー Jürgen K. Rockstroh ○ ○

SY4-1 症例1 Jasmini Alagaratnam ○ ○

SY4-2 症例２ 上村　悠 ○ ○

SY4-3 症例３ 福島　一彰 ○ ○

シンポジウム「治療の手引き」

シンポジウム1
「「断層の世代が支えたHIV診療の向かうところ」

～HIV診療の地域格差と世代交代を考える～」

シンポジウム2
「現代の社会情勢を踏まえたこれからのHIV検査」

シンポジウム3
「性感染症制圧に向けた新たな取り組み:

感染リザーバーを標的にした公衆衛生対策とその課題」

シンポジウム  4
「EACS Live discussion

HIV診療の実臨床について議論する
EACSと日本エイズ学会のコラボレーション企画

EACS Live discussion
Case-based discussion of the current clinical topics in 

HIV/AIDS care」
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コメンテーター ー 灰　来人 ○ ○

コメンテーター ー 松本　奈桜 ○ ○

コメンテーター ー 宮城　京子 ○ ○

SY5-1 HIV感染症とSTIの発生動向 松岡　佐織 ○ ×

SY5-2 一般市民のHIV陽性者に対するパブリックスティグマとU=Uの知識 戸ヶ里　泰典 ○ ○

SY5-3 コミュニティにおけるコンドーム使用行動とPrEP利用 塩野　徳史 ○ ○

SY6-1
Advances in primary cell gene editing towards an improved 
understanding of HIV host factors

Judd F. Hultquist ○ ○

SY6-2
Insights into the non-catalytic function of HIV-1 integrase in virion 
maturation

Sebla B. Kutluay ○ ○

SY6-3 Macropinocytosis promotes HIV-1 entry into primary CD4+ T cells Tomoyuki Murakami ○ ○

SY6-4
HIV-1 restriction by endogenous APOBEC3 family proteins in the 
myeloid cell line THP-1

Terumasa Ikeda ○ ×

SY7-1 アドバンス・ケア・プランニング＝ACPとは 原沢　優子 ○ ×

SY7-2 HIV感染者へのACPの取り組み～CNの立場から～ 谷口　紅 ○ ○

SY7-3 療養者の想いをつなぐ～訪問看護師の立場から～ 鈴木　夕輝 ○ ○

SY7-4 HIV感染症看護におけるACPのポイント 杉野　祐子 ○ ○

SY8-1 HIV・エイズにおける偏見・差別 後藤　智己 ○ ○

SY8-2 新規感染症における偏見・差別に基礎研究者ができること 吉村　和久 ○ ○

SY8-3 HIVの医療現場における偏見・差別 立川　夏夫 ○ ○

パネリスト ー 後藤　智己 ○ ○

パネリスト ー 立川　夏夫 ○ ○

パネリスト ー 石戸 　諭 ○ ○

パネリスト ー 杉原　淳 ○ ○

シンポジウム7
「HIV感染者のアドバンス・ケア・プランニング」

シンポジウム5
「日本のセクシュアルヘルスと予防啓発

検査＋Condom、 U=U、 PrEP
 - これから考えていくべきことは何か?」

シンポジウム6
「海外連携　新たなブレイクスルーを目指した

HIV-1基礎研究の最前線:
Cutting edge in HIV-1 research;

pursuing breakthrough discoveries」

シンポジウム8
「基礎社会連携　無くならない感染症への偏見・差別

～ハンセン病、HIV、新型コロナウイルスと、
教訓は何故いかされなかったか～【第1部　講演】」
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SY9-1 LA-ARVの現在と未来、国内の状況 安達　英輔 ○ ○

SY9-2 Lenacapavirとislatravirに関する基礎研究と臨床応用への進展状況 前田　賢次 ○ ○

SY9-3 次世代HIV-1インテグラーゼ阻害剤カボテグラビルの特徴とその開発戦略 吉永　智一 ○ ○

SY9-4 PLWHと一緒に考える⾧時間作用型注射剤の位置づけ 今橋　真弓 ○ ○

SY10-1 東京都新宿東口検査・相談室利用者のPrEP関係の相談状況2022年 城所　敏英 ○ ○

SY10-2 民間クリニックにおけるPrEPの現状とUserの声 塩尻　大輔 ○ ○

SY10-3 PrEP の時代における大学病院のセクシャルヘルス外来のあり方 谷口　俊文 ○ ○

SY10-4 PrEP薬の服用を続けて～服用以前と現在を比べて 翁⾧　祐太 ○ ○

SY11-1 The Global AIDS Strategy Yuki Takemoto ○ ○

SY11-2
Integrating HIV Research,Training,and community advocacy:amfAR's 
TREAT Asia program

Annette Sohn ○ ○

SY11-3
HIV Prevention Partnership – ACON’s experience with NSW 
Government

Matthew Vaughan ○ ○

和田　秀穂 ○ ○

新山　賢 ○ ○

SY12-1
HIV Futures Japan 第３回調査にみるセクシャルマイノリティの
メンタルヘルスの実態

戸ヶ里　泰典 ○ ○

SY12-2 マイノリティとしての自認の多様性と重要性 石丸　径一郎 ○ ○

SY12-3 HIV診療の現場より（看護師の立場から） 獅子田　由美 ○ ○

SY12-4 生きづらさを教わることから始まる支援―ソーシャルワーカーの現場より― 瀬尾　緑 ○ ○

WS1-1 HIV-1/2抗体確認検査試薬（HIV確認IC法）の特徴と課題 ⾧島　真美 ○ ○

WS1-2 民間クリニックにおける見守りPrEPの実態 塩尻　大輔 ○ ○

WS1-3 HIV郵送検査に関する実態調査（2021） 須藤　弘二 ○ ○

WS1-4
COVID-19流行下での保健所・特設検査所における
HIV検査・相談実施状況と課題及び工夫

土屋　菜歩 ○ ○

WS2-1 コミュニティセンターにおける相談・支援の実際と課題、「場」の効果について 荒木　順 ○ ○

WS2-2 アウトリーチにおける店舗ごとのコンドーム配布数とコンドームの活用状況 木南　拓也 ○ ○

WS2-3 セックスワーカーに特有な情報の発信と予防行動へのアプローチ 宮階　真紀 ○ ○

シンポジウム9
「基礎臨床連携　新たなステージに向かう抗HIV治療

－⾧期作用型抗HIV治療薬の現状と未来－

A new era for anti-HIV therapies 
–Updates on long-acting anti-HIV drugs–」

シンポジウム10
「東京近郊のPrEPの現状と全国展開に向けて」

シンポジウム11
「海外連携　2030年のエイズ流行終結に向けた

国際連携とベストプラクティスの共有」

シンポジウム12
「療養支援　セクシャルマイノリティの心理的背景と

心理・社会的支援」

行政、CBO、医療機関が協働したHIV検査受検勧奨に関する
岡山県の取り組み

SY11-4

ワークショップ2
「コミュニティセンターNGO」

ワークショップ1
「HIV検査技術・検査施策」
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1 ー 武田　飛呂城 ○ ○

2 ー 加藤　力也 ○ ○

3 ー 灰　来人 ○ ○

TR2-1 進行性多巣性白質脳症(PML)の診断と治療 白野　倫徳 ○ ○

TR2-2 トキソプラズマ脳症の診断と治療 安達　英輔 ○ ○

TR2-3 クリプトコッカス脳髄膜炎の診断と治療 塚田　訓久 ○ ○

TR3-1
コロナ時代のHIV感染症患者への支援―臨床現場での取り組み
―外来看護編

宮越　郁子 ○ ○

TR3-2
コロナ時代のHIV感染症患者への支援―臨床現場での取り組み
―（病棟看護編）

米田　奈津子 ○ ○

TR3-3
コロナ時代のHIV感染症患者への支援― 臨床現場での取り組み
―（他施設連携）

犬丸　真司 ○ ○

TR4-1 HIV看護師育成の実践と課題 向井　三穂子 × ×

TR4-2 HIV看護師育成の実際と課題 東　政美 × ×

TR5-1 薬剤耐性を考慮した抗HIV薬選択 菊地　正 ○ ○

TR5-2
多数の薬剤耐性変異ウイルスを有するAIDS患者に対して
ドルテグラビルを簡易懸濁法にて投与し、血中濃度測定を行った症例

柏原　陽平 ○ ○

TR5-3 血中濃度測定事例の紹介 上原　仁 ○ ○

1 浜松のエイズ・HIV感染症対策のあゆみ・いま・これから 矢野　邦夫 ○ ×

2 差別へのチャレンジ 病気について正しく知ろう 北村　義浩 ○ ×

3 差別へのチャレンジ　ダイバーシティ・LGBTQ+について考えよう 松中　権 ○ ×

パネリスト ー 矢野　邦夫 ○ ×

パネリスト ー 北村　義浩 ○ ×

パネリスト ー 松中　権 ○ ×

パネリスト ー 岩永　直子 ○ ×

ポジティブトークセッション
「ポジティブトーク セッション 2022

～先だった人たちから引き継ぐバトン」

日本エイズ学会認定講習会（医師）
「中枢神経系日和見感染症を極める!」

日本エイズ学会認定講習会（看護師）
「コロナ時代のHIV感染症患者への支援

―臨床現場での取り組み―」

HIV感染症指導看護師向けアドバンスト研修
「HIV感染症指導看護師に求められる役割と

看護ケアの実際」

HIV感染症薬物療法認定・専門薬剤師認定講習会
「薬剤耐性を考慮した薬学的管理と服薬支援の実践」

市民公開講座
「エイズ・HIV感染症 ～差別との闘い～

エイズ・HIV感染症を正しく理解しましょう」
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WSA1-1 HIV-1 Gag MAのGag二量体化における役割の解明 駒　貴明 ○ ○

WSA1-2 抗HIV因子 APOBEC3Hの核酸結合能の評価 松岡　和弘 ○ ×

WSA1-3
Novel recombinant HIV model reveals the fate of HIV activation and 
latency by transcriptomic and epigenomic analysis

Sakhor　Wajihah ○ ○

WSA1-4
キノリン骨格を有する新規低分子化合物はHIV-1潜伏感染細胞死を
選択的に誘導する

北村　春樹 ○ ○

WSA1-5
HIV-1潜伏感染細胞を再活性化する新規作用機序を有する
低分子化合物の探索および合成展開

助川　明香 ○ ×

WSA2-1 A novel macrophage model to study interaction with HIV-1 Eltalkhawy　Youssef ○ ○

WSA2-2 CD4類似化合物YIR-821は多くのHIV-1臨床株に有効である 松本　佳穂 ○ ○

WSA2-3 SARS-CoV-2パパイン様プロテアーゼ阻害剤の同定と併用療法の検討 服部　真一朗 ○ ○

WSA2-4 HIV感染者でのSARS-CoV-2特異的T細胞応答の解析 Anzurez　Alitzel ○ ○

WSA2-5
新型コロナウイルスOmicron BA.1株のG446S変異は
T細胞の抗ウイルス活性を増強する

本園　千尋 ○ ○

若手優秀演題によるワークショップ1

若手優秀演題によるワークショップ2
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